
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

際大学となった。 

1月17日に準決勝、

1月19日に決勝が

味の素フィールド

西が丘で行われ

る。 

美の歴史を新たに作ることができる大事な1戦。前半開始から一歩も譲らぬ戦いを見せ、前半を0-0で折り返す。そして後半、3年:

小林映里奈がヘディングで落としたボールを3年:金山がクロスをあげ、それを3年:織田が胸でトラップしながらターンをしてシュ

ート。これが決勝点となり、そのまま逃げ切り1-0で試合終了。チーム目標にもしていた勝利を掴み取り、チーム史上初となるベス

ト8進出となった。泣いても笑っても負ければ終わってしまう戦いをチームで2回も乗り越えてきた。そして29日(日)、2回戦で日ノ

本短期大学を4-0で下したなでしこリーグに所属する吉備国際大学と準々決勝が行われた。絶対に勝利し、準決勝・決勝が行われる

東京ラウンドに行くという気持ちでチームが一つとなった。立ち上がりから吉備が主導権を握るも決定的なところまではいかせな

かった。しかし、30分に相手のクロスがこぼれたのを押し込まれ失点。追いかける立場になり、チャンスも訪れたが決めきれずに

試合終了。0-1で準々決勝敗退となった。あと一歩のところが届かなかった。今回のインカレでは優勝候補といわれていた早稲田大

学、日本体育大学などの強豪大学が次々と敗退する波瀾の結果となり、ベスト4は筑波大学、東京国際大学、大阪体育大学、吉備国 
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12月25～29日に第21回全日本大学女子サッカー選手権大会が、兵庫県

三木総合防災公園で1回戦から準々決勝までが行われた。尚美学園大

学は4年連続での出場となる。24日に調整練習を行い、ミーティング

では学年で映像を作成してきたものを見て、キャプテン・副キャプテ

ンが意気込みを伝え、チームの気持ちが改めて一つとなった。モチベ

ーションが高まり、初戦に向けてもインカレを戦い抜くための万全の

準備を整えた。尚美は25日(水)に1回戦で愛媛大学(四国2・愛媛)と対

戦。大事な初戦となる前半はフィニッシュまでいく事ができずに0-0

で折り返す。早いうちに1点が欲しいと臨んだ後半開始10分にコーナ

ーキックから3年:小林映里奈が頭で合わせて先制点を決めた。続けて 

 

3年:織田のパスを3年:上原が裏へ抜けだして、追加点を決めた。さらに終了10分前

にも2年:藤村のアシストから3年:織田が決めて見事3-0で勝利した。1回戦を突破し、

27日(金)に2回戦で初戦シードの武蔵丘短期大学(関東4・埼玉)との対戦。勝てば尚 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず去年の 2月から NEWSを担当させていただいていましたが、今月で最後となりました。至らない点も多々あったと思いますが、

少しでも目を通して女子サッカー部について知っていただけていれば幸いです。そしてついに今年もインカレが終わりました。

私はインカレに 4年間出場することができ、貴重な経験が出来たことは本当にありがたいことだと思います。そして私自身、最

後の年にベスト 8という今までで一番良い成績を残すことができました。このような結果が出せたのもたくさんの方々の支えが

あってのことだと思います。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ベスト 8で敗れた悔しさは後輩たちに託し、必ずまた歴史を

作ってもらいたいです。チームはもちろん、4年生にはまだ関東リーグ残留という大きな仕事が残っています。必ず残留し、来

シーズンに繋げていきます。最後まで皆様の温かい応援の程、宜しくお願いします。 

女子サッカー部 4年 松尾 あやな 

☆練習試合(各試合とも試合総本数での結果となる) 

12/11(水)  VS  修徳高校      ●2‐3 

12/14(土)   VS  テアトロ FC     ●0‐2 

         飛鳥高校      ○7‐0 

12/19(木)   VS  東松山ペレーニア  ●0‐1 

12/26(木)   VS  神戸 FC       ●6‐7 

12/28(土)   VS  日本体育大学      ●3‐4 

埼玉県のナンバー1を決める大会。尚美学園大学・武蔵丘短期

大学・浦和レッズレディースユース、東京国際大学の4チーム

でのトーナメントで初戦は12/15(日)に武蔵丘短期大学との

対戦。前半0-0で折り返し、後半1年:八木のシュートで先制点。

ところがその後、失点を繰り返し、逆転されてしまう。この

ままでは終われないというころで1年:野口の同点弾が放たれ

る。2-2で勝敗はPKに持ち越された。PKは1-4で初戦敗退。悔

しい結果となった。 

 

 

1/12(日) TM  VS  太田レディース SC、太田女子高校 

        成立学園高校(太田運動公園) 

1/13(月) TM  VS  テアトロ FC 

1/18(土) TM  VS 日本体育大学(日本体育大学 G) 

2/3 (月) 2013年度 納会 

12/13(金)に関カレの表彰式が行われた。関東の1部リーグ

から3部リーグの大学が集まりそれぞれ表彰された。 

ベスト11に2年の林香奈絵が選ばれ、さらに、尚美学園大

学はマネジメントポイント(女子サッカー普及への貢献度

をポイント化)で3年連続1位を獲得することができた。 

2013年度最後の公式戦となるのは関東女子サッカーリーグ

（通称： 関東リーグ）の入替戦だ。この大会は関東各都県の

代表チームがトーナメント戦を行い、勝ち上がった2チームと

関東リーグの下位2チームが入替戦を行い、2014年度の関東リ

ーグ参戦チームを決めるものだ。関東リーグでの経験は質の

高いチームをつくるためには欠かせない。チームが強くなる

ために、何としてでも残留しなければならない。来シーズン

も関東リーグという高いレベルでプレーができる環境を作る

ためにも絶対に残留を決めなければならない。 

 

 

 

 

 

 


